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69.

・3D MHD シミュレーションにより、磁場がフィラメントの分裂により形成された
分子雲コアの角運動量に与える影響を調べた

・質量1Msのコアの場合、弱い磁場と強い磁場がある場合、それぞれ30%, 50%の
角運動量が減少した

・強磁場の場合、主な角運動量輸送機構は磁気張力であった
・分子雲コアの回転軸と磁場の向きは、ファーストコア形成直前には揃っていない
・分子雲コアの角運動量の多様性は、初期の乱流場に起因する
・分子雲コアの角運動量の多様性は、原始惑星系円盤の大きさの多様性に繋がりうる

Accepted in ApJ



・シミュレーション：3D MHD, 自己重力あり, Godunov SPH + 磁場, 周期境界条件
フィラメントの初期条件：2x10^6 SPH粒子, 1粒子=2.5 x 10^{-5} Ms
T=10K, H0=0.05 pc, 線質量=18Ms pc^{-1}, 初期乱流速度=2*音速
B0=2uG (弱磁場), 10uG (強磁場) (β=400, 16) (magnetically supercritical)
初期ピーク密度=3.4x10^4 cm^{-3}
弱磁場、強磁場の場合、それぞれ乱流を変えて40セットずつ計算を行い、
統計的に解析した

・時間とともにフィラメントが分裂し、分子雲コアが形成される



・強磁場の方が角運動量が運ばれやすい
・強磁場と弱磁場の違いはM<3Msのみ

に現れる (>3Msでは角運動量輸送は
非効率的)

・結果

計算初期の角運動量分布 最終的な角運動量分布

強磁場では、より多くの
角運動量を失う



角運動量輸送は、小さい
スケールでより効率よく
運ばれる

・結果(続き)

磁気圧

磁気張力
ガス圧＋重力

- 角運動量輸送機構 (強磁場の場合)：小さな質量のコアでは、磁気張力が効く
大きな質量のコアでは、磁気張力は効かない



角運動量は、小さい
スケールでは非等方
(角運動量輸送機構が
磁場由来のため)

・結果(続き)

両者は平行ではない
：初期の乱流場の影響

角運動量の非等方性

平行

垂直

- 角運動量の向きと回転軸の角度



磁場の大きさに応じて角運動量が異なる
⇔ 観測で示唆されている原始星円盤の

 大きさの多様性？

・結果(続き)

角運動量保存

- 分子雲コアの角運動量の原始惑星系円盤形成への影響



72.
accepted to A&A

・JWST/NIRspecによる原始星天体の観測により、窒素を含む分子であるCH3CN, 
C2H5CN, N2Oの氷をtentativeに初検出した

・OCN-も検出しており、存在量の比はCH3CN/OCN- ~ 1であった
・窒素を含む分子とメタノールの存在量比は、氷中と気相で5倍程度異なった。

これは、スノーラインの位置の違いに起因するのかもしれない
・CH3CN, C2H5CN, N2Oは暖かい氷中でより量が多いように見えた

(ただし、これらの分子は冷たい氷中で生成されると考えられている。)
・窒素を含む複雑な有機分子のより確かな検出のためには、NIRSpecとMIRIを合わせた

サーベイ観測やC2H5CN氷のスペクトルの実験室での測定などが必要である。

et al.



JWST NIRspec, wavelength: 2.87um – 5.27um, R~1,000
spatial resolution ~ 0.2”, FoV ~6”x6”

・観測



・観測＆フィッティング結果 5天体中3天体で検出

5天体全てで検出



・分子の存在量比：67P C.-G.彗星や気相分子の観測との比較

- 一桁程度の範囲内で一致。OCN-がアンモニウム塩に取り込まれている？



・議論

- 暖かな環境下におけるOCN-氷の生成を示唆
⇔ 室内実験の結果とconsistent



73.
・VLAの10GHz & 33GHzによりアウトバースト天体L1251 VLA 6を観測した。
・MCMCを用いて観測値をモデル計算でフィットし、ダスト円盤の質量と半径が

Class I天体のものとconsistentであることを示した。
・ダスト円盤の質量は0.07Msであり、これは、重力不安定によりアウトバーストが

トリガーされたわけではないことを示唆する。

Accepted to ApJ
et al.

・VLA 33 GHzの観測結果



・ダスト質量の導出とSEDフィッティング

・MCMC model フィッティング



・議論

- VLA 6はアウトバースト天体であるにもかかわらず、そのダスト円盤の質量・
半径は、典型的なFUorsのものとは異なり、Class I/II天体のものに近い。VLA 6
の円盤は自己重力安定である。
- VLA 6はFUorsからClass I/IIに移行している段階にある？
- FUorsは特別なクラスのYSOsというKospal+21の提案とは相反する。
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